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何なのか｡今日の議論の中で大学教員をめぐる伏況が浮 き彫 りになって くると思いますo




けですが､その知を ｢学生たちのHj_則 こ封する態度｣というかたちで､とらえなおすことが迫 られているのだろうと
思いますo ▲人 ▲人の個ノ＼の内.佃 こおい で は 学 ぶことの意義の)伊或と､知的なEI圧霊 を任に佳点が当たると思います｡
とりわけ高度な思考能力 (分析､統合､ 創 造 性､批判的思考能力等)といった 高 次 の学習に動機づけられることが､
教育される学/L-_像の中身になると思います ｡ その中で､学隼はこれまでは与え られ TJ'3,/･',S豆 いう枠組みできたとする
と､これか らは ｢今考えている私｣ というものを意識化 していく｡その意味で仁1己t-I:,及というE-:.一葉を使いたいのです
か､前提を問いなお Lたり批判的に吟味 したりしなか ら､今学んでいる私､考えている私を問いなおすということで
すOその契機とLての省察すること (リフレクション)が規になると思 っています｡同鳩に大学が職業人とLての学
生を準備する (プロフェッショナルグロ-ス)という側面は欠かせないわけですO学隼の人間的な成長 (パ-ソナル
クロース)の問題と職業人とLての準備の両 方 を 視野に置きなが らの､学徒の教育が必要になるで しょう｡そのよう




点になるだろうと思 うわけです｡ これが従来の大学教員の教育能力ということか ら大きく転換を迫 られているところ
ではないかということです｡つまり､知の活性化に教育的に関与するというのはどういうことなのか｡ これまでが知






リングセンタ-や学生相談室の1H iというかたちで置かれて､ Lかも_i_:.としてカウンセ リングの話とLて問題にされ
てきたわけです｡今[は まざまな学生をめぐる問題はこうした機能を分離 して外部に置いておくということではすま
なくなっている｡そうすると､教育能力の内容としても考えざるをえない｡それをどう考えていったらいいかという
ことです｡3.学習 リソースや環境を開発する能力O この中にはマルチメディア､ウェフ学習社会 という問題も含め
て､それらを開発 したり組織 したりする能力が問題になると思います｡次に4.ですが今､教育能力というかたちで､
一人 一人の教師､教員という感 じで述へてきましたが､ここでは大学 としての教育能力が問題なのではないかという
意味で､｢大 学の教育能力｣は何かとしました｡個々の教員の数台能力は何だろうか｡教員集団 としての教育能 力 は
何だろうか｡また､教育能力を例えばプレゼンテーションのスキルだとか説明のスキルといった､実体のあるものと
して考えて､ これを先生方につけてもらえばいいというような問題なのか､あるいは教員集団相1-I-.の関係 だ と か集団
の中から/生まれだ して くる力として教育能力を考えるべきなのかという､実体か関係かといったような視点 も､今日
の トピックとして取 り上げられればと思 っておりますo大学の教育は文化的な実践なのだと考えると､大学における
文化的実践 としてのFDの流れということもそこか ら出て くるのではないかということです｡







第 5は開発とはどういうことかということですC 開発することと教員としての成長､教員としての発達 ということ
は関係するのだろうか｡ まった く別な概念なのか｡そこら辺 も話題になるといいと思います｡では､何を教員の教育
能 力 とLて開発するのか (開 発 の 内容)O開発の 日射 まだれなのか (開発の 日本)｡)どう開発 していくのかという方法
の 問 題く〉さらには､結果をどう評酔 う~るのかといった評 価 の 問 題O こういったさまざまな面 か ら､ 教育能力の開発に
光が､J'rLpられればいいのではないかと考えて､ jl忍ミされ る鮎 ､Jトとして 5番の柱 を 考えました .
このように見てきますと､尖は学/Lというのか入学改情の中で考え られているようで考え られていないと思 ったわ
けです｡大学教員の教育能力の開発といったときに､その対局に学隼がいるわけですが､学/卜というのは改黄の中で
教だ封こよ って教育される対象と見られるのか､あるいは入学改】t揮う中で 日本とLて何 らかの位置を占めるのかO今の
動きの中では,'j:/Lは教習される対象の方へ､どんどん追いや られているように思 うわけですOそのことについてどう
考えたらいいかC 逆に学生は大学改隼や教員の教育能力についてどう見ているのだろうかO学/卜の側か らら 我 々 EJ】身
の動 きを対象 化 してみる必粟もあるたろう｡大学教員の教育能力をど引川発するかというテ-マは､大学教育をどう
考えるかということにまで広がって しまって､かえ って抹 点 か絞れなくなるのではないかという気 もしますが､そう
いった諸々の侶 題 に 鮎 ､-Lを当てなが ら､ こ の場が全休 ぎ裾 こ大学 教 員の教百能力を考える場になればいいかなと思 って､
前座を務めさけていたたいたわけです,
すへての兄隼がす/＼てのことに答えていただ くわけではないわけですが､それぞれの先/i:_の お 立 場 か ら提案をいた




第 7回大学教育改革フォ-ラム パネルデ ィスカ ッション
大学教員の教育能力をどう開発するか
【問題提起】














○ 大 学 教 員 の 教 育 能力を4つのフェ-ズ (側El雨 から見ていく｡(4つの 圧主用キ｣ではない)
Qカ リキュラム (plan)･ ･宏彦先/I:_
o授業 (do) ｢T川】先生
･評価 (とりわけ授業評価)(see) .井下先生












｡｢自己言及 (考えている ｢私｣自身を問う)｣と ｢省察 (リフレクション)A



























○ 大 学 教 員 の 教 育 能 力の対極としての学生
｡大 学 教 育 改 _勘 こおいて ｢学生｣はどのようにとらえられているのか
｡学 _生 は 大学改革と､教員の教育能力についてどう見ているのか
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